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Kim: Hi, Mary! Where is Becky?

Mary: She is over there.

She ____________________ on the phone.

                           (talk)
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PK-Test

このタイプの問題は…文法知識の有り様に応じて、「手続
き的知識テスト（procedural knowledge test、略して PK-

Test）」と呼び、従来の文法テストは「宣言的知識テスト
（declarative knowledge test、略して DK-Test）」と呼ぶ
ことにする。  

（根岸・村越, 2013, p. 25）
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• 統語・形態素の個々の規則について知っていること 

• 正しい（文法的な）形と誤った（非文法的な）形を 
区別できること



文法知識

• 統語・形態素の個々の規則について知っていること 

• 正しい（文法的な）形と誤った（非文法的な）形を 
区別できること



文法規則を「知っている」とは



文法規則を「知っている」とは

• 知識の種類、または階層性 

• 明示的知識と暗示的知識 

• 宣言的知識と手続き的知識



文法規則を「知っている」とは

• 知識の種類、または階層性 

• 明示的知識と暗示的知識 

• 宣言的知識と手続き的知識



宣言的知識・手続き的知識



宣言的知識・手続き的知識

• スキル習得理論（skill acquisition theory）に基づく 

• 第二言語習得は他の運動技能と同様の習得プロセスを
たどるとする立場



車の運転
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↓ 
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↓ 

手続き的知識の獲得 

↓ 

手続き的知識の自動化
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手続き的知識の獲得 

↓ 

手続き的知識の自動化
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Mary と Becky は Kim と待ち合わせをします。
Mary: Hi, Kim!

Kim: Hi, Mary! Where is Becky?

Mary: She is over there.

She ____________________ on the phone.

                           (talk)

（根岸・村越, 2013, p. 25）
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PK-Test（再掲）

• PK-Test は、英語を産出する際に特定の文法規則に 
関する知識を正しく使えているかを測定している。 

• その（手続き的）知識が自動されているかどうかは 
問わない。　←　回答に時間制限がない 

• 英語を理解する際の知識の使用は測定していない。
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PK-Test（再掲）

PK-Test は、学習者の英語コミュニケーション能力の一部と
しての文法の手続き的知識のうち、産出に焦点を当てて測
定するテストであり、知識の自動化の度合いについては判
定しない。エビデンス蓄積のため教育効果の測定手段とし
て利用する際には、このような特性を理解しておく必要が
ある。
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• 「宣言的知識　→（練習）→　手続き的知識」という
流れではない文法知識も存在する。 

• 「知らない」のに「使える」知識
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Mr Brown dreamed that Mr Green shot him. 

Who did Mr Green shoot (in Mr Brown’s dream)? 

Mr Green.  /  Mr Brown.

(White, 1998, p. 431)
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但し書き

(White, 1998, p. 431)

• 日本の中学校や高校ではこの規則を教えていない。 

• 日本語を母語とする中級英語学習者はこの規則を 
正しく使える。



但し書き

• スキル習得理論ではすべての文法規則の習得を説明でき
ない。 

• 暗示的に習得される知識の存在。 

• このような知識は調査対象としなくてもよいか。
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• 文法知識 

• 宣言的知識・手続き的知識・自動化 

• 英語教育における文法知識 

• コミュニケーションで使える文法知識 

• 産出と理解 

• PK-Test の評価 

• 但し書き Ken Urano 
urano@hgu.jp 

https://www.urano-ken.com/research/CELES2019
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